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Abstract. In 2017, 25 marine annelid species (including unidentified species) of 16 families were col-

lected from intertidal and shallow subtidal zones on Rishiri Island, northern Japan. Among collected 

specimens, 13 species of five families are new to the fauna of the island. A total of 79 annelid species in 

23 families have been recorded from coastal areas of Rishiri Island.
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はじめに
環形動物門 Annelida は約 19,000 種（ホシムシ

類を含む ; Zhang, 2011）の既知種を含む，無脊椎
動物の一大分類群である．分子生物学的手法の進展
により，環形動物門内の系統関係は形態形質に基づ
く従来の系統分類体系とは大きく異なることが分かっ
てきている．かつて環形動物門の “多毛綱” と呼ば
れていたグループには，ヒゲムシ類・ヒル類・貧毛
類・ホシムシ類・ユムシ類などが含まれ，“多毛綱”
は単系統群ではないことが明らかにされた (Struck 
et al., 2015; Weigert & Bleidorn, 2016)．以上の
ような系統分類学上の問題は残されているものの，環
形動物の仲間は沿岸域でしばしば優占し，海洋生態
系における主要な分類群の一つとなっている．海産

環形動物は，巣穴や棲管を形成して環境を改変する 
(Woodin, 1986)，また，魚類などの水産重要種を
含む他の生物の餌になるなど（五十嵐・島村，1999; 
Kan et al., 2016），海洋生態系を基礎から支える役
割を果たしている．その一方で，環形動物が卓越す
ることが多い沿岸域でさえ，環形動物相が十分に解
明されていることは稀である．

利尻島の沿岸域に生息する環形動物は，今島ほ
かや加藤ほかの研究により 2003 年までに 16 科
51 種（種名が確定できない 10 種を含む）が記録
さ れ た (Imajima, 1966a–d, 1972, 1976, 1992; 
Imajima & Shiraki, 1982; 今島，1996, 2001；加
藤，2003)．さらに，今島（2007）によりイソメ科
１種，冨岡ほか（2014）によりイトゴカイ科 1 種，
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今島（2017a, b）によりホコサキゴカイ科 2 種，
小林ほか（2018）によりタマシキゴカイ科 2 種（種
名が確定できない１種を含む），阿部ほか（2019）
によりスピオ科 11 種（種名が確定できない 1 種
を含む）が報告された．以上の研究により，利尻

島の海産環形動物の記録は，重複の可能性がある
Capitella 属の種を 2 種として数えると，種名が特
定されていない 12 種を含めて 18 科 66 種となっ
た．しかしながら，加藤ほか（2003）は，利尻島
における海産環形動物の調査は潮間帯が中心であ
り，潮下帯の環形動物相は十分には解明されていな
い可能性を指摘している．著者らは，2017 年度利
尻島調査研究事業採択課題の一環として，潮下帯を
中心に海産環形動物の調査を行った．本稿では，利
尻島で採集した海産環形動物について，すでに報告
した 2 科（小林ほか，2018; 阿部ほか，2019）を
除く 16 科 25 種の同定結果を報告するとともに，
過去の知見も含めた利尻島の海産環形動物リストの
作成を行った．

材料と方法
2017 年 7 月 29 日から 8 月 4 日にかけて，北海

道利尻郡利尻町および利尻富士町の潮間帯から水深
約 5m までの潮下帯を含む 8 地点において海産環
形動物の採集を行った（図 1, 表 1）．採集は，徒手
採捕に加え，砂泥底ではスコップ，漁港ではエクマン
バージ型採泥器を用いて底質を採取した．また，牡
蠣殻やスガモの根の間隙に堆積した泥を採取した．
得られた底質は，目合い 1mm の篩でふるったの
ち，残渣を採集した．採集した個体は 70% エタノー
ル，99% エタノールまたは 10% 海水ホルマリンで固
定・保存した．10% 海水ホルマリンで固定した標本
は，後に 70% エタノールに置換した．得られた標本
の一部は，利尻町立博物館に保管した（標本番号
RTMANL035–059）．標本の写真は，複数のデジタ
ルカメラ (D5200, Nikon; EOS Kiss X8i, EOS Kiss 
X4, Canon; STYLUS TG-4 Tough, Olympus) を

図1. 利尻島の調査地点．A, 本泊 ; B, 鬼脇 ; C, 沼浦 ; D, 御崎 ; 
E, 仙法志 ; F, 沓形 ; G, 新湊 ; H, 栄浜．調査の詳細は表 1 に
記した．

表 1. 利尻島の調査情報
調査地点 座標 図 1 の番号 採集方法 調査日
本泊 45° 15'09"N, 141° 11'13"E A 徒手採捕，エクマンバージ型採泥器 2017 年 7 月 31日
鬼脇 45° 08'02"N, 141° 18'26"E B 徒手採捕，エクマンバージ型採泥器 2017 年 8 月 1日
沼浦 45° 06'53"N, 141° 17'10"E C 徒手採捕，シュノーケリング 2017 年 8 月 1日
御崎 45° 06'13"N, 141° 13'38"E D 徒手採捕 2017 年 7 月 29 日
仙法志 45° 06'21"N, 141° 13'15"E E 徒手採捕，シュノーケリング 2017 年 7 月 29 日
沓形 45° 11'08"N, 141° 07'38"E F 徒手採捕 2017 年 8 月 4 日
新湊 45° 11'60"N, 141° 08'15"E G 徒手採捕，エクマンバージ型採泥器 2017 年 7 月 30 日，8 月 2 日
栄浜 45° 13'29"N, 141° 08'57"E H 徒手採捕，シュノーケリング 2017 年 8 月 2 日
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用いて撮影した．近年の大規模なデータセットを用い
た分子系統解析により，環形動物門内の系統関係は
解明されつつあるが (Andrade et al., 2015; Struck 
et al., 2015; Weigert & Bleidorn, 2016)，いまだ
系統的位置が不明である科が多いため，環形動物の
リストは遊在類・定在類・その他に分類したのち，科
名をアルファベット順にまとめた．ホシムシ類は環形
動物門に含まないとする研究もあるが (Parry et al., 
2016)，本稿では環形動物に含めて扱うこととした．
過去の記録も含めて，分類体系と学名については注
記がない限り，World Register of Marine Species 
(WoRMS, http://www.marinespecies.org/) を参
照した．

結果と考察
著者らは利尻島の潮間帯・潮下帯から，すでに

報告した 2 科 13 種（小林ほか，2018; 阿部ほか，
2019）のほかに 16 科 25 種（科レベル以上までの
同定に留まるものを除く）の環形動物を採集した（図
2–4; 表 2）．そのうち，種や属同定に際し，注記事
項がある種のみ本文中に記載した．今回の記録に加
えて，過去に利尻島から記録がある環形動物を表 2
にまとめた．

Errantia　遊在類

Dorvilleidae　ノリコイソメ科
Dorvillea matsushimaensis (Okuda in Okuda 
& Yamada, 1950)
マツシマイソメ

鬼脇，潮間帯砂泥底．WoRMS では Jumars (1974) 
に 言 及し，Schistomeringos matsushimaensis が

図 2. 採集された環形動物（ノリコイソメ科〜ゴカイ科）．注記がない限り固定標本の体前部背面，スケール 1mm．A, マツシマイソメ
Dorvillea matsushimaensis; B, Protodorvillea sp.; C, Schistomeringos cf. rudolphi; D, ɢlycera sp. 全体左側面，スケール 
3mm; E, タマギボシイソメ Lumbrineris infl ata スケール 2mm; F, ギボシイソメ Lumbrineris japonica スケール 2mm; G, エゾゴ
カイ Nereis vexillosa スケール 5mm; H, Nereis sp. 1. スケール 2mm.
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a 
(L

in
na

eu
s,

 1
76

7)
-

新
湊

1m
本

研
究

今
島（

20
01

）
H

er
m

ile
pi

do
no

tu
s h

el
ot

yp
us

 (G
ru

be
, 1

87
7)

サ
ン

ハ
チ

ウ
ロ

コ
ム

シ
不

明
潮

間
帯

今
島（

20
01

）
-

Sy
lli

da
e 

シ
リ

ス
科

Au
to

ly
tu

s s
p.

-
栄

浜
，沼

浦
潮

間
帯

加
藤

ほ
か（

20
03

）
-

Er
in

ac
eu

sy
lli

s e
ri

na
ce

us
 (C

la
pa

rè
de

, 1
86

3)
タ

マ
シ

リ
ス

仙
法

志
，沼

浦
，野

塚
，南

浜
潮

間
帯

加
藤

ほ
か（

20
03

）
-

Ex
og

on
e 

na
id

in
a 

Ö
rs

te
d,

 1
84

5
コ

ン
ボ

ウ
シ

リ
ス

鬼
脇

，栄
浜

，沼
浦

潮
間

帯
加

藤
ほ

か（
20

03
）

-
O

do
nt

os
yl

lis
 m

ac
ul

at
a 

U
sh

ak
ov

 in
 A

nn
en

ko
va

, 1
93

9
オ

ハ
グ

ロ
シ

リ
ス

沼
浦

潮
間

帯
加

藤
ほ

か（
20

03
）

-
O

pi
st

ho
sy

lli
s b

ru
nn

ea
 L

an
ge

rh
an

s, 
18

79
オ

ク
バ

シ
リ

ス
沓

形
潮

間
帯

Im
aj

im
a 

(1
96

6c
)，

今
島

（
19

96
）

Pr
oc

er
ae

a 
pr

is
m

at
ic

a 
(M

ül
le

r, 
17

76
)

ミ
ス

ジ
シ

リ
ス

仙
法

志
潮

間
帯

加
藤

ほ
か（

20
03

）
-

Sa
lv

sa
to

ri
a 

cl
av

at
a 

(C
la

pa
rè

de
, 1

86
3)

ホ
ソ

テ
シ

リ
ス

栄
浜

，沼
浦

，野
塚

，南
浜

潮
間

帯
加

藤
ほ

か（
20

03
）

-
Sp

ha
er

os
yl

lis
 h

ir
su

ta
 E

hl
er

s, 
18

97
ト

ガ
リ

タ
マ

シ
リ

ス
野

塚
ス

ガ
モ

帯
Im

aj
im

a 
(1

96
6a

);今
島

Sy
lli

de
s j

ap
on

ic
us

 Im
aj

im
a,

 1
96

6
ジ

ュ
ズ

シ
リ

ス
沓

形
，沼

浦
，野

塚
潮

間
帯

Im
aj

im
a 

(1
96

6b
);今

島
（

19
96

），
加

藤
ほ

か
（

20
03

）
Sy

lli
s a

ci
cu

la
ta

 o
ri

en
ta

lis
 Im

aj
im

a 
&

 H
ar

tm
an

, 1
96

4
カ

ス
リ

シ
リ

ス
鬼

脇
，栄

浜
，沼

浦
，野

塚
，

不
明

潮
間

帯
今

島（
19

96
），

加
藤

ほ
か

（
20

03
）

-

Sy
lli

s a
da

m
an

te
a 

ku
ril

en
sis

 (C
hl

eb
ov

its
ch

, 1
95

9)
シ

ロ
マ

ダ
ラ

シ
リ

ス
不

明
潮

間
帯

今
島（

19
96

）
-

Sy
lli

s a
lte

rn
at

a 
(M

oo
re

, 1
90

8)
ム

ア
シ

リ
ス

沼
浦

，野
塚

12
6m

Im
aj

im
a 

(1
96

6d
)，

今
島

（
19

96
），

加
藤

ほ
か

（
20

03
）

-

Sy
lli

s e
hl

er
si

oi
de

s (
M

ar
en

ze
lle

r, 
18

90
)

エ
ー

レ
ル

シ
リ

ス
不

明
潮

間
帯

今
島（

19
96

）
-

Sy
lli

s f
as

ci
at

a 
M

al
m

gr
en

, 1
86

7
モ

ノ
シ

リ
ス

富
士

野
潮

間
帯

加
藤

ほ
か（

20
03

）
-

Sy
lli

s v
ar

ie
ga

te
 G

ru
be

, 1
86

0 
ト

ラ
シ

リ
ス

栄
浜

潮
間

帯
加

藤
ほ

か（
20

03
）

-
Sy

lli
na

e 
ge

n.
 s

p.
 1

a
-

仙
法

志
，新

湊
1m

本
研

究
今

島（
19

96
）

表
2.
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つ

づ
き

）
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上
位

分
類

群
科

名 種
名

和
名

地
点

水
深

出
典

同
定

の
参

考
文

献
Sy

lli
na

e 
ge

n.
 s

p.
 2

a
-

本
泊

0.
5m

本
研

究
今

島（
19

96
）

Se
de

nt
ar

ia
 定

在
類

Ac
ro

ci
rr

id
ae

 ク
マ

ノ
ア

シ
ツ

キ
科

Ac
ro

ci
rr

us
 u

ch
id

ai
 O

ku
da

, 1
93

4 
-

鬼
脇

潮
間

帯
加

藤
ほ

か（
20

03
）

-
A

re
ni

co
lid

ae
 タ

マ
シ

キ
ゴ

カ
イ

科
Ab

ar
en

ic
ol

a 
cl

ap
ar

ed
i o

ce
an

ic
a 

(H
ea

rly
 &

 W
el

ls,
 1

95
9)

ボ
ウ

シ
イ

ソ
タ

マ
シ

キ
ゴ

カ
イ

沼
浦

1〜
3m

小
林

ほ
か（

20
18

）
-

Ar
en

ic
ol

a 
cf

. c
ri

st
at

a
-

沼
浦

1m
小

林
ほ

か（
20

18
）

-
Ca

pi
te

lli
da

e 
イ

ト
ゴ

カ
イ

科
Ca

pi
te

lla
 c

ap
ita

ta
 (F

ab
ric

iu
s, 

17
80

)b
ナ

ミ
イ

ト
ゴ

カ
イ

鴛
泊

潮
間

帯
今

島（
20

15
）

-
Ca

pi
te

lla
 s

p.
 1

 （
加

藤
ほ

か
，2

00
3に

よ
る

）b
-

沼
浦

潮
間

帯
加

藤
ほ

か（
20

03
）

-
Ca

pi
te

lla
 s

p.
 2

 （
加

藤
ほ

か
，2

00
3に

よ
る

）b
-

沼
浦

，野
塚

潮
間

帯
加

藤
ほ

か（
20

03
）

-
Ca

pi
te

lla
 s

p.
 1

 （
本

研
究

に
よ

る
）

-
沼

浦
潮

間
帯

本
研

究
-

Ca
pi

te
lla

 s
p.

 2
 （

本
研

究
に

よ
る

）
-

沼
浦

，野
塚

潮
間

帯
本

研
究

-
M

ed
io

m
as

tu
s o

pe
rt

ac
ul

eu
s T

om
io

ka
, H

ir
ut

a 
&

 K
aj

ih
ar

a,
 

20
13

ツ
メ

カ
ク

シ
イ

ト
ゴ

カ
イ

新
湊

，沼
浦

，野
塚

潮
間

帯
〜

2m
冨

岡
ほ

か（
20

14
）

-

M
ed

io
m

as
tu

s s
p.

a
-

沼
浦

潮
間

帯
加

藤
ほ

か（
20

03
）

-
Ci

rr
at

ul
id

ae
 ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

科
Ci

rr
at

ul
us

 s
p.

-
仙

法
志

1m
本

研
究

M
ag

al
hã

es
 e

t a
l. 

(2
01

7)
Ci

rr
ifo

rm
ia

 s
p.

-
仙

法
志

1m
本

研
究

M
ag

al
hã

es
 e

t a
l. 

(2
01

7)
M

al
da

ni
da

e 
タ

ケ
フ

シ
ゴ

カ
イ

科
N

ic
om

ac
he

 (N
ic

om
ac

he
) p

er
so

na
ta

 J
oh

ns
on

, 1
90

1
シ

ロ
ス

ジ
タ

ケ
フ

シ
ゴ

カ
イ

野
塚

潮
間

帯
加

藤
ほ

か（
20

03
）

-
N

ic
om

ac
he

 (N
ic

om
ac

he
) m

in
or

 (A
rw

id
ss

on
, 1

90
6)

キ
タ

タ
ケ

フ
シ

ゴ
カ

イ
野

塚
ス

ガ
モ

帯
加

藤
ほ

か（
20

03
）

-
N

ic
om

ac
he

 (N
ic

om
ac

he
) c

f. 
pe

rs
on

at
a 

Jo
hn

so
n,

 1
90

1a
-

新
湊

ス
ガ

モ
帯

本
研

究
Im

aj
im

a 
&

 S
hi

ra
ki

 
(1

98
2)

, D
e 

A
ss

is 
et

 a
l. 

(2
00

7)
O

rb
in

iid
ae

 ホ
コ

サ
キ

ゴ
カ

イ
科

Le
ito

sc
ol

op
lo

s 
sp

.
-

沼
浦

< 
3m

本
研

究
Bl

ak
e 

(2
00

0)
N

ai
ne

ri
s d

en
dr

iti
ca

 (K
in

be
rg

, 1
86

7)
-

鴛
泊

ス
ガ

モ
ま

た
は

ア
マ

モ
帯

今
島（

20
17

a）
-

N
ai

ne
ri

s l
ae

vi
ga

ta
 (G

ru
be

, 1
85

5)
ツ

ブ
ラ

ホ
コ

ム
シ

沼
浦

，野
塚

潮
間

帯
加

藤
ほ

か（
20

03
）

-
N

ai
ne

ri
s q

ua
dr

ic
us

pi
da

 (F
ab

ric
iu

s, 
17

80
)

-
鴛

泊
ス

ガ
モ

ま
た

は
ア

マ
モ

帯
今

島（
20

17
b）

-

N
ai

ne
ri

s s
p.

a
-

新
湊

潮
間

帯
本

研
究

Bl
ak

e 
(2

00
0)

Po
ly

ci
rr

id
ae

Po
ly

ci
rr

us
 s

p.
-

仙
法

志
1m

本
研

究
Im

aj
im

a 
&

 H
ar

tm
an

 
(1

96
4)

, G
la

sb
y 

&
 

H
ut

ch
in

gs
 (2

01
4)

Sa
be

lli
da

e 
ケ

ヤ
リ

ム
シ

科
Ch

on
e 

sp
.

-
沼

浦
潮

間
帯

加
藤

ほ
か（

20
03

）
-

表
2.
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つ

づ
き

）
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上
位

分
類

群
科

名 種
名

和
名

地
点

水
深

出
典

同
定

の
参

考
文

献
Eu

ch
on

e 
sp

.
-

栄
浜

，野
塚

潮
間

帯
加

藤
ほ

か（
20

03
）

-
Ps

eu
do

po
ta

m
ill

a 
oc

ce
la

ta
 M

oo
re

, 1
90

5
エ

ラ
コ

栄
浜

潮
間

帯
本

研
究

M
oo

re
 (1

90
5)

，西
ほ

か
（

20
17

）
Sa

be
lli

da
e 

ge
n.

 s
p.

a
-

新
湊

1m
本

研
究

-
Se

rp
ul

id
ae

 カ
ン

ザ
シ

ゴ
カ

イ
科

Ci
rc

ei
s s

pi
ri

llu
m

 (L
in

na
eu

s, 
17

58
)

ス
ベ

カ
ワ

ウ
ズ

マ
キ

ゴ
カ

イ
沼

浦
潮

間
帯

加
藤

ほ
か（

20
03

）
-

Cr
uc

ig
er

a 
zy

go
ph

or
a 

(J
oh

ns
on

, 1
90

1)
ク

ビ
マ

ガ
リ

カ
ン

ザ
シ

ゴ
カ

イ
不

明
70

m
今

島（
19

96
）

-
H

yd
ro

id
es

 e
zo

en
si

s 
O

ku
da

, 1
93

7
エ

ゾ
カ

サ
ネ

カ
ン

ザ
シ

鬼
脇

< 
1m

本
研

究
今

島（
19

96
）

H
yd

ro
id

es
 fu

si
co

la
 M

ör
ch

, 1
86

3
ホ

ソ
ト

ゲ
カ

ン
ザ

シ
ゴ

カ
イ

鬼
脇

，不
明

潮
間

帯
Im

aj
im

a 
(1

97
6)

，今
島

（
19

96
）

-

N
eo

de
xi

os
pi

ra
 a

lv
eo

la
ta

 (Z
ac

hs
, 1

93
3)

キ
タ

ウ
ズ

マ
キ

ゴ
カ

イ
栄

浜
，新

湊
，野

塚
，沼

浦
潮

間
帯

加
藤

ほ
か（

20
03

）
-

Sp
io

ni
da

e 
ス

ピ
オ

科
Ao

ni
de

s o
xy

ce
ph

al
a 

(S
ar

s, 
18

62
)

ケ
ン

サ
キ

ス
ピ

オ
新

湊
< 

1m
阿

部
ほ

か（
20

19
）

-
Bo

cc
ar

di
el

la
 h

am
at

a 
(W

eb
st

er
, 1

87
9)

c
カ

ギ
ノ

テ
ス

ピ
オ

本
泊

< 
5m

阿
部

ほ
か（

20
19

）
-

Bo
cc

ar
di

a 
pr

ob
os

ci
de

a 
H

ar
tm

an
, 1

94
0

ト
キ

ワ
ス

ピ
オ

仙
法

志
< 

1m
阿

部
ほ

か（
20

19
）

-
Ps

eu
do

po
ly

do
ra

 p
au

ci
br

an
ch

ia
ta

 (O
ku

da
, 1

93
7)

コ
オ

ニ
ス

ピ
オ

新
湊

< 
1m

阿
部

ほ
か（

20
19

）
-

Po
ly

do
ra

 o
na

ga
w

ae
ns

is
 T

er
am

ot
o,

 S
at

o-
O

ko
sh

i, 
Ab

e,
 

N
ish

ita
ni

 &
 E

nd
o,

 2
01

3
-

本
泊

，鴛
泊

，鬼
脇

，仙
法

志
< 

1m
阿

部
ほ

か（
20

19
）

-

Rh
yn

ch
os

pi
o 

gl
ut

ae
a 

(E
hl

er
s, 

18
97

) c
om

pl
ex

 s
p.

ヒ
ゲ

ス
ピ

オ
種

群
の

1種
新

湊
< 

1m
阿

部
ほ

か（
20

19
）

-
Rh

yn
ch

os
pi

o 
fo

lio
sa

 Im
aj

im
a,

 1
99

1
ヒ

ロ
ハ

ス
ピ

オ
沼

浦
，新

湊
潮

間
帯

加
藤

ほ
か（

20
03

）
-

Sc
ol

el
ep

is
 (S

co
le

le
pi

s) 
ku

de
no

vi
 H

ar
tm

an
n-

Sc
hr

öd
er

, 1
98

1
ト

ガ
リ

ス
ピ

オ
沼

浦
< 

0.
3m

阿
部

ほ
か（

20
19

）
-

Sp
io

 a
rn

dt
i M

ei
ßn

er
, B

ic
k 

&
 B

as
tr

op
, 2

01
1 

-
本

泊
，新

湊
，仙

法
志

< 
3m

阿
部

ほ
か（

20
19

）
-

Sp
io

 b
or

ea
lis

 O
ku

da
, 1

93
7

キ
タ

ス
ピ

オ
新

湊
< 

1m
阿

部
ほ

か（
20

19
）

-
Sp

io
 fi

lic
or

ni
s (

M
ül

le
r, 

17
76

)a,
 d

マ
ド

カ
ス

ピ
オ

沼
浦

，野
塚

潮
間

帯
加

藤
ほ

か（
20

03
）

-
Sp

io
 k

ur
ile

ns
is

チ
シ

マ
ス

ピ
オ

新
湊

< 
1m

阿
部

ほ
か（

20
19

）
-

Sp
io

 u
ni

de
nt

at
a

ホ
ム

ラ
ス

ピ
オ

本
泊

5m
阿

部
ほ

か（
20

19
）

-
Te

re
be

lli
da

e 
フ

サ
ゴ

カ
イ

科
N

ic
ol

ea
 g

ra
ci

lib
ra

nc
hi

s (
G

ru
be

, 1
87

8)
フ

タ
エ

ラ
フ

サ
ゴ

カ
イ

鬼
脇

，野
塚

潮
間

帯
加

藤
ほ

か（
20

03
）

-
Cl

ite
lla

ta
 fa

m
.

Cl
ite

lla
ta

 fa
m

. g
en

. s
p.

a
-

新
湊

< 
5m

本
研

究
-

そ
の

他 Ph
as

co
lo

so
m

at
id

ae
 サ

メ
ハ

ダ
ホ

シ
ム

シ
科

Ph
as

co
lo

so
m

a 
cf

. a
ga

ss
iz

ii 
Ke

fe
rs

te
in

, 1
86

6
-

仙
法

志
< 

1m
本

研
究

西
川（

19
92

）
a
重

複
の

可
能

性
が

あ
る

た
め

利
尻

島
の

記
録

種
数

に
は

含
ま

な
い

．
b Ca

pi
te

lla
属

は
少

な
く

と
も

2
種

が
生

息
す

る
と

し
て

記
録

種
数

に
計

数
し

た
．

c
幼

生
の

み
の

記
録

．
d
利

尻
島

の
Sp

io
 fi

lic
or

ni
sの

報
告

は
Sp

io
 a

rn
dt

iの
可

能
性

が
高

い
た

め
，

記
録

種
数

に
は

含
ま

な
い

．

表
2.

 （
つ

づ
き
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有効となっている．しかし，本種は Schistomeringos
属が持つ fulcate chaete を欠き，Dorvillea 属の定義
に一致するため (Imajima, 1992; 今島，2001)，本稿
では D. matsushimaensis を採用した．なお，奥田
ほか（1965）は本種の和名にアカスジイソメを当てて
いるが，ここでは今島（2001）が提唱したマツシマイ
ソメを用いた．

Protodorvillea sp.
新湊，潮下帯水深 1–5m．本属の種は利尻島から

初報告である．日本から報告がある同属のナガヒゲイ
ソメProtodorvillea kefersteini (McIntosh, 1869) 
に似るが，１対の小さな眼を持つナガヒゲイソメに比
べて非常に大きな眼を持ち，別種の可能性が高いた
め sp.とした（今島 , 2001）．

Schistomeringos cf. rudolphi (Delle Chiaje, 
1828)

仙 法 志， 潮 下 帯 水 深 1m 以 浅， ス ガ モ
Phyl lospadix iwatensi s Makino, 1931 の
根より． 検 討した標 本の 形 態はルドルフイソメ
Shistomeringos rudolphi に当てはまるが，タイプ
産地はイタリアのナポリ湾であり，隠蔽種である可能
性が高いので cf. を用いた．本属の種は利尻島から
は初報告である．

Glyceridae　チロリ科
本科は利尻島から初報告である．

ɢlycera sp.
新湊，潮下帯水深 1m 以浅．顎の補助翼に中間板

図 3. 採集された環形動物（ナナテイソメ科〜ミズヒキゴカイ科）．注記がない限り固定標本の体前部背面，スケール 1mm．A, キタイ
ソメ Onuphis shirikishinaiensis スケール 3mm; B, Eteone sp.; C, Eulalia sp.; D, ヤスリウロコムシ Harmothoe praeclara; E, 
Harmothoe cf. imbricata; F, Syllinae gen. sp. 1; G, Capitella sp. 2 体前部左側面 ; H, Mediomastus cf. opertaculeus 体前部
左側面 ; I, Cirratulus sp. 全体背面，スケール 5mm; J, Cirriformia sp. 全体（体前部背面）, スケール 5mm．
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を持つ点や口吻の肉質突起に横の峰を持たない点は
キタチロリɢlycera capitata Örsted, 1843 に似る
が，疣足の後足葉の形状が今島（2007）によるキタ
チロリの記載より大きい点が異なり，別種の可能性が
高いため ɢlycera sp.とした．

Onuphidae　ナナテイソメ科
本科は利尻島からは初報告である．

Onuphis shirikishinaiensis (Imajima, 1960)
キタイソメ

沼浦，潮下帯水深 1m 以浅．標本は側感触手
の基節の数が 10–11 個であった．原記載では 11
個，Fauchald (1982) による再記載では 8 個，今島
（2001）では 13 個とあり，変異があると考えられる．

本種は利尻島からは初記録である．

Sedentaria　定在類

Maldanidae　タケフシゴカイ科
Ni comache (N i c omach e)  c f .  p e r sona ta 
Johnson, 1901

新湊，潮下帯水深 1m 以浅；仙法志，スガモの根
の間，潮間帯水深 50cm 以浅．形態が類似するキ
タタケフシゴカイNicomache (Nicomache) minor 
Arwidsson, 1906 と Nicomache (Nicomache) 
personata の 間 の 分 類 が 一 部 で 混 乱しており 
(Pettibone, 1954)，種同定には詳細な検討が必要
であるため cf.とした．

図 4. 採集された環形動物（タケフシゴカイ科〜サメハダホシムシ科）．注記がない限り固定標本の体前部背面，スケール 3mm．A, シ
ロスジタケフシゴカイ Nicomache (Nicomache) cf. personata 生体写真，全体背面 ; B, Leitoscoloplos sp. スケール 5mm; C, 
Naineris sp.; D, エラコ Pseudopotamilla occelata フィールドで撮影．標本（99% エタノール固定）の疣足を除く体幅は 6.3mm; E, 
Sabellidae gen. sp. 全体背面 ; F, エゾカサネカンザシ Hydroides ezoensis ; G, Polycirrus sp. 全体左側面 ; H, Phascolosoma cf. 
agassizii 全体左側面 .
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Sabellidae　ケヤリムシ科
Pseudopotamilla occelata Moore, 1905
エラコ

栄浜，潮間帯，ムラサキインコガイMytilisepta 
virgata (Wiegmann, 1837) ベッドの間．本種は利
尻島からの初記録である．

Serpulidae　カンザシゴカイ科
Hydroides ezoensis Okuda, 1934
エゾカサネカンザシ

鬼脇漁港，潮下帯水深 1m 以浅転石の表面に付
着．標本の殻蓋上部盃状体の表面に堆積物が付着し
ており，分類形質である列状の小突起の確認が困難
であったが，ミトコンドリア DNA のチトクローム c オ
キシダーゼ・サブユニットI (COI) の DNA 塩基配列
が Sun et al. (2012) が報告したもの (460 塩基 ) と
99％一致したことから本種と同定した（伊藤，未発
表）．本種は利尻島初記録である．

Clitellata fam. gen. sp.
新湊，水深 5m 以浅．ヒメミミズ科 Enchytraeidae

の仲間に似るが，固定状況が悪く内部構造を観察でき
なかったため，科の特定に至らなかった．

その他の環形動物

Phascolosomatidae　サメハダホシムシ科
本科は利尻島から初報告である．

Phascolosoma cf. agassizii Keferstein, 1866
仙 法志，新湊，水 深 1m 以浅．スガモの根か

ら摘出．ヤマトサメハダホシムシ Phascolosoma 
agassizii のタイプ産地は東太平洋であり，ロシアの
クリル列島やピョートル大帝湾に出現する個体は隠蔽
種であるとされているため (Johnson et al., 2016)，
cf.を用いた．本種は利尻島からの初記録である．

まとめ
著者らは利尻島の潮間帯・潮下 帯から，すで

に報 告した 2 科 13 種（ 小 林 ほか，2018; 阿 部ほ

か，2019）のほかに 16 科 25 種（科レベル以上ま
での同定に留まるものを除く）の環形動物を採集し
た．そのうち，科レベルではチロリ科 Glyceridae，
ナナテイソメ科 Onuphidae， ミズヒキゴカイ科
Cirratulidae，Polycirridae， サメハダホシムシ 科
Phascolosomatidae の 5 科が，種レベルでは 13 種
が利尻島からの初記録であった（属レベルまで同定し
た種のうち，同属の種が採集されていない，あるいは
記録がある種とは明確に形態が異なるもののみ；表
2）．したがって，利尻島における海産環形動物の記録
は，本研究以前に報告がある18 科 66 種と本研究の
新記録を合わせると少なくとも 23 科 79 種となった．

火山島である利尻島の沿岸環境は磯や転石帯が中
心であるため，潮間帯を想定した調査では砂泥底にア
クセスすることは困難である．今回，シュノーケリング
やエクマンバージ型採泥器を用いた潮下帯の調査を中
心に行い，漁港内ではヘドロ状（鬼脇・本泊），新湊と
仙法志では砂泥底，そして沼浦では砂底において生物
の採集を行うことができた．初記録であった種は，潮
下帯の砂泥底やスガモ根に分布する種が中心であり，
本研究は今まで不十分であるとされていた潮下帯の調
査（加藤ほか，2003）を補填する結果になったと言え
るだろう．一方で，検討できる個体数が少ないこと，
分類が混乱している種群や日本から未記録と思われる
種が多数発見されたことにより，種レベルでの記録は
少数に留まった．

今回の調査では，5m 以深の潮下帯における採集
が十分に行えなかった．環形動物の種多様性は，水
深数十メートルの浅海域で高い場合があり（今島，
1988, 1992），利尻島付近では北海道猿払村の水深
15–47m までの調査で 98 種が報告されている（今島，
1992）．猿払村と利尻島の周辺海域は水深数十メート
ルのほぼ同じ水深の海底で連続的につながっているた
め，利尻島周辺の浅海域にも同様の種が分布している
ことが予想される．したがって，利尻島周辺の潮下帯
に生息する環形動物の種多様性は，未だ過小評価さ
れている可能性がある．今後，より深い水深帯を重点
的に調査することで，利尻島における海産環形動物の
多様性をより十分に把握できると考えられる．
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